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【2022年現在絶版・入手困難のもの】
中医学基礎
症状による中医診断と治療
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第1回資料より



春秋戦国時代以降

ⅰ．黄帝内経は最古の中医学の参考書で、素問（人体

の生理，病理）、霊枢（鍼灸主体）に別れており、完全に

は解明されてないが、後世の学説の元となった。五臓六

腑・経絡・病機・診断方法・弁証などの記載があり哲学的

説明（陰陽・五行・気・天と人など）も含む。

ⅱ．難経：黄帝内経を発展させたもの。

ⅲ．神農本草経：中国最古の薬学書

ⅳ．傷寒雑病論：張仲景が書いた。黄帝内経を基礎とし
自身の経験も組み入れた。

弁証論治を初めて用い後世の診断理論の元となった。
後に傷寒論、金匱要略に別れている。

ⅴ．脈経（みゃくきょう）：脈診

春秋・戦国時代
(紀元前800〜200年)

縄文時代

後漢(0〜200年)

弥生時代

魏・晋・南北朝(≒六朝)
時代
(300-600年)

古墳（≒大和）・飛鳥
奈良・平安

成立年代

寺子屋中医メモ

黄帝内経を補充、修正、発展させた 鍼灸甲乙経

穴位160

穴位３４９

第1回資料より





経脈から分れ経脈間、経脈と他器官の
連係を強める

関節運動を主管
（全身をつなぐ筋肉、腱、じん帯）

全身の皮膚を12に分け経脈に分属さ
せたもの

表裏をなす二経脈を連携する通路

細小な分枝

浅表部を行る

経
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人
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を
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る

四肢内側前縁を行く：太陰経
〃 後縁 〃 ：少陰経
〃 中間 〃 ：厥陰経

四肢外側前縁を行く：陽明経
〃 後縁 〃 ：太陽経
〃 中間 〃 ：少陽経













広済鍼灸院HP(http://kosaihealthcare.com)より

http://kosaihealthcare.com/














中医学基礎
燎原出版



中医学基礎
燎原出版

中焦
↓
大腸に絡す
↓
胃口に沿って上行
↓
肺に属す
↓
気管
↓
上肢屈側 肺・大腸に絡す

雲門

中府

天府

侠白

尺沢

列欠

扶突

天鼎てんてい
禾膠かりょう

迎香

巨骨ここつ

肩髃けんぐう

太淵

臂臑ひじゅ

肘膠ちゅうりょう

魚際

少商

曲池

偏歴

合谷

商陽



中焦
↓
大腸に絡す
↓
胃口に沿って上行
↓
肺に属する
↓
気管
↓

上肢屈側

中医学基礎
燎原出版



中医学基礎
燎原出版



周栄

隠白
公孫

商丘

三陰交

地機

血海

陰陵泉

衝門 舌下
↑     心中
咽
↑
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↑
胃に絡し
↑
脾に絡し
↑
↑
下肢

大横

大包
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第1 趾内側端

足太陰脾経
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衝陽

承泣
四白

巨膠こりょう

地倉

頭維ずい

下関げかん

頬車
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気衝
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不容

体
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に
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た
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胃
に
属
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脾
に
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す
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鼠
径
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３枝に分かれる
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極泉

少海

通里

神門

少府

少衡

心

小腸に 肺
絡す ↓

腋窩
食道 ↓

↓    上肢屈側
咽部

↓
目系

↓
脳

支正

陽谷

後渓

少沢

養老

小海

天宗

肩外兪

肩中兪

臑兪

肩貞曲垣

聴宮

聴宮
天容

天窓
少陰心経別枝
舌本につながる
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天柱

通天

大杼

肺兪附分

心兪

肝兪

脾兪

腎兪

上髎

秩辺

承扶

会陽

承光

眉衝
攅竹
晴明

委陽

委中

承山

飛揚
崑崙

至陰

兪府

歩廊

肓兪

幽門

横骨

陰谷

照海

然谷

水泉

太渓

大鐘

        胸中   
舌根       ↑
↑         心に絡し

喉嚨

↑    
肺中
↑
肝 横隔膜 膀胱に絡す
↑             
腎に属し
↑
脊柱を貫く
↑
腹中
↑
下腿内側後縁
↑ 足踵
↑       
足心 (あしのうら）

僕参

中医学基礎
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天泉

曲池

天地

郄門

間使

内関

労宮

大陵

中衝

胸中→ 心包 → 上焦に絡す→中焦に絡す
↓                                            ↓
腋下 下焦に絡す
↓
上肢屈側中央
↓
手掌中心

支溝

外関

中渚

陽池

会宗

外関

天井
てんせい

角孫

翳風

天牖てんゆう

糸竹空
耳門

一枝：横隔膜を貫き
上中下焦へ

関衝 中医学基礎
燎原出版

もう一枝：耳中に入り
耳前に突き抜ける

膻中で
二枝に分岐



肩井

淵液えんえき

日月

京門

維道居髎

環跳

風市

中瀆

陽陵泉

胆嚢穴（奇穴）

陽交

光明こうめい

懸鍾けんしょう

外丘

丘墟 足臨泣

足竅陰

期門

章門

急脈

陰廉

曲泉

蠡溝れいこう

中封ちゅうほう

太衝

完骨

風池

頭臨泣あたまりんきゅう

陽白

瞳子膠

中医学基礎
燎原出版

頭頂 口唇
↑      ↗︎
目系
 ↑   
鼻咽部
↑
喉嚨後面
↑  
肺に注入
↑
胸隔に分布
↑             
胆に絡す
↑
肝に属す
↑
下腹部
↑
外生殖器
↑
大腿内側
↑       
下腿中部（脾経と交叉）
↑
内果前方
↑
足背面第一趾爪後部大敦



中医学基礎
燎原出版

承漿

天泉

膻中

鳩尾

上脘
中脘

下脘

神闕

気海

関元
石門

中極
曲骨

神庭

印堂（奇穴）

百会

風府

瘂門あもん

大椎

齦交ぎんこう

陶道

長強

身柱

至陽

命門

腰陽関

腰腧

長強

素髎

人中
＝水溝

会陰

任脈 督脈

陰脈の海
足の三陰経と下腹部で
交わる
左右の陰脈を相互連携する
月経調整、胎児の孕育









幽門 KI

腹通谷 KI
陰都 KI

石門 CV

商曲 KI
肓兪 KI

中注 KI
四満 KI

関元 CV

五枢GB

維道GB

帯脈GB

気穴 KI
大赫だいかくKI

横骨 KI

衝脈は十二経の気血を調節
（血海）
主な働きは女性生殖器の病変
吐血、奔豚気

章門

諸脈を総束
白色帯下
子宮下垂
腹部膨満 腰だるく無力

帯脈 衝脈

中医学基礎
燎原出版



風池GB

廉泉CV

交信KI

居髎GB

巨骨LI

申脉BL

臑兪SI

跗陽BL

僕參BL

照海KI

陰蹻脈いんきょうみゃく

晴明BL

天突CV

期門LR

築濱KI

腹哀SP

大横SP

目窓GB 正営GB

承霊GB

脳空GB

風池GB

陽交GB

天髎TE

臑兪SI

風府GV

瘂門GV

肩井GB

金門BL

府舎SP

衝門SP

陽蹻脈 陰維脈よういみゃく 陽維脈 中医学基礎
燎原出版
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肺経 LU

大腸経 LI

胃経 ST

脾経 SP

心経 HT

小腸経 SI

膀胱経 BL

腎経 KI

心包経 PC

三焦経 TE

胆経 GB

肝経 LR







経脈から分れ経脈間、経脈と他器官の
連係を強める

関節運動を主管
（全身をつなぐ筋肉、腱、じん帯）

全身の皮膚を12に分け経脈に分属さ
せたもの

表裏をなす二経脈を連携する通路

細小な分枝
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四肢内側前縁を行く：太陰経
〃 後縁 〃 ：少陰経
〃 中間 〃 ：厥陰経

四肢外側前縁を行く：陽明経
〃 後縁 〃 ：太陽経
〃 中間 〃 ：少陽経



陽経は腑に属し、四肢外側に分布 陰経は蔵に属し四肢内側に分布する





兵頭明 経絡・ツボの教科書

LU

LI

ST

SP

HT

SI

BL

KI

PC

TE

GB

LR

郄穴は他に交

絡穴はほかに大包SP長強GV鳩尾CVがある

合穴 背腧穴



兵頭明 経絡・ツボの教科書



兵頭明 経絡・ツボの教科書









スライド配置間違い







出版 原著1988年 訳本2010年

ニュートン的に基づく医学
↓

アインシュタイン的
（物質もエネルギーの一形態である）
生命観への発展という考え方にもとづき

様々な癒しの技法（代替療法）を
統一的に説明することを試みている。

第5章「微細エネルギー系と古代の
癒しの技法」の中に、鍼灸医学について
陰陽五行理論、時間生物学（体内時計）
と似た子午流注（しごりゅうちゅう）について
さらには
経絡系と神経系の相補関係
（経絡は高次のレベルからくるエネルギーを
生理学的な細胞パターンに変換している）
についても詳細に解説している。





























経絡＝ファスシア＝気が流れる



• 正中線 督脈・任脈

• 腹直筋の白線 腎経

• 腹直筋と腹横筋の間 脾経

• 肋骨の端と骨盤の端に沿う 胆経

• 腹直筋に沿った後乳頭を通る 胃経

• 背部の筋の隆起の間 膀胱経



Fascia

• 解剖学的な筋膜ではなく、薄い結合織の集合体

• 主成分はコラーゲン

• 臓器を真空包装し、各臓器と筋肉、背骨、神経等すべてを繋ぐ

• ほとんどの生体物質を通さない（血管と神経のみが通る）

• 電気的特性を持つ（電気伝道、電気抵抗、電気産生）

• ファスシアコンポートメントを作る『臓腑の氣』



『氣』とは

各細胞で作られたエネルギーで、細胞の間をつなげる力〘One Team〙

バイオフォトン

・私たちの身体は電気のように光を作ることが出来、この光は病気になると変化する

・氣の通路は身体の末端である手足の爪を通っており、そこでのバイオフォトンの放出が最
も強い

フォトン（光子） アインシュタインの光量子説

フォトンは光の吸収や放出といった光と物質の相互作用が関連する分野では粒として、光の伝播に関わる領域で
は波として扱われる



フォトンとは何？

• フォトンとは光子（こうし）とも言う。

• 以前にに聞いたことがあるような・・・

• 光子の二重性（光は波でもあり、粒でもある）

光は波 ヤングの干渉実験

光は粒 アインシュタインの光量子説



KOTOの理科的つぶやきより



経絡・ツボを発生学的に読み解く

鍼灸の成長コントロール理論



形成中心

• システム理論の結節点にあたる

• 1935年ノーベル賞 ハンス・シュペーマン

「杯発達における形成体効果の発見」

• 各ファッシアコンポーメントの端に形成中心がある

・ここにエネルギーが集中し、高い抵抗性を持つリンパ節が
ある

• 細胞達はたった一つの小さな領域と連絡を取っている





形成中心と経絡のツボ



モルフォゲンの発見「ソニック・ヘッジホッグ」

• 1995年ノーベル賞 ニュスライン＝フォルハルト

morpho-(形）、-gen（創造）

モルフォゲンとは、特殊な杯細胞から他の細胞へ広
がっていく強力な成長因子で、相対的な濃度勾配が
どのように細胞が発達すのかに影響を及ぼす

発達の途中で新たな形成中心が生じる

ファスシアコンポーメントが形成される

細胞の変化を引き起こすのは物質以外にも、張力、
圧力、成長している細胞の形状が関係する

フラクタル方程式



道（The Tao)



受精

• ラン



コンパクション



ラングマン発生学

受精から着床



胚盤胞（発生第１４日）

閃く経絡 ラングマン発生学



胚盤葉（発生１3日）

閃く経絡 ラングマン発生学



陰陽図

閃く経絡 ラングマン発生学（１４日目）



３胚葉形成（中胚葉の出現）

ラングマン発生学１５日目 ラングマン発生１７日目





発生19日目 発生24日目



発生２１日目

ラングマン発生学

• Ｒ７
経腟エコー



胎生２５日目（１４体節胚子）

ラングマン発生学 経腟エコー（妊娠5週3日）



２５体節胚子（胎生２８日目）

ラングマン発生学

• Ｒ９

経腟エコー（妊娠5週6日)



経腟エコー

妊娠６週半ば（胎生３２日目） 妊娠７週はじめ（胎生３５日目）



経腟エコー

妊娠７週半ば（胎生38日） 妊娠8週はじめ



妊娠８週始め胎児



羊膜外胚葉が作るもの

• 皮膚

• 脊髄と脳

• 神経堤細胞



発生学のサーファー（胎生5週）



発生18日目



神経管の閉鎖⇒督脈（陽エネルギーの経路）

胎生23日胎生22日

ラングマン発生学



卵黄嚢の閉鎖⇒任脈

ラングマン発生学



任脈（卵黄脈の名がふさわしい）

ラングマン発生学



神経堤細胞の移動

ラングマン発生学

神経堤細胞は大きな組織化のエネルギー（氣）（精）を表す



太陽膀胱経

神経堤細胞はまず横に動きその後内側に潜っていく。この経路は7週で消える



考察

・発生の初めにはエネルギーの爆発が必要なのだろう

受精時・8細胞期（コンパクション）・神経管の形成

（葉酸欠乏で二分脊椎や無脳児が増加するのは、この時期にエネルギーチャージ
が必要なのだろうか）

・神経堤細胞の働き・・第4の胚葉とも言われる

腎精は脳を満たす （神経堤細胞由来の細胞の能力を保護しており、従って痩せた
脳は精の弱体化を示し、疲弊していく寿命の終わりを表している）

・発生学的に見た経絡の繋がり

土方先生の言葉、「近いからね、きっと関係あるのよ」肝～胃、腎～膀胱、心～小
腸

・経絡の解説が督脈から始まっており、村田先生の資料と同じで興味深かった

・肝臓無漿膜野の存在が胸脇苦満につながるのかと考えた



神経堤細胞由来の細胞

• 心臓の刺激伝達系の神経細胞

• 消化管にある神経系の細胞

• 副腎髄質（アドレナリンを作る）

• 顎の骨、歯の象牙質。内耳の骨

• いずれも強い精を表す。

• 神経堤細胞が弱ると老化→死



考文参献

• 閃く経絡 ダニエル・キーオン著 医道の日本社

• ラングマン人体発生学 メディカル・サイエンス・インターナショナル

• リチャード・ガーバー著 バイブレーショナル・メディスン 日本教文社

• とんでもなくおもしろい宇宙 柴田一成著 角川書店

• 月の魔力 A.L.リーバー著 東京書籍

• 素粒子の発見と標準理論 東京大学素粒子物理研究センター

• ヒッグス粒子とその先へ 東京大学素粒子物理研究センター

• Photonてらす 浜松ホトニクス株式会社
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